


葵区のトピックス/令和元年度の主なできごとをご紹介します

令和2年 3月 （２）静岡市議団だより

「おくやみ窓口」ご利用いただけます
　これまで、ご家族がお亡くなりになった際の手続きについて、
「どこに行ったらいいのか分からず時間がかかる」や「何回も書
類を書くのが大変」といったお困りのご意見が多く寄せられてい
ましたので、そのお悩みを解消していただけるように『おくやみ窓
口』を開設しました。お名前や住所などの基本情報を入力し、必
要書類が一括で打ち
出せるようにしていま
す。その後はどの窓
口に行けばよいかを
職員がご案内するの
で、時間もスムーズに
なって安心して手続
きができます。

葵区役所からのお知らせコーナー

　「区役所業務のお役立ち情
報」や「四季折々の自然風景」、
「イベント情報」など葵区を身近
に感じてもらえるようなツイート
をお楽しみください。
　しりあがり寿さんの四コマ漫
画による情報発信も行いますよ。

新大河内橋が完成しました！
　主要地方道梅ヶ島温泉
昭和線（県道２９号）は、安
倍川上流の梅ヶ島・大河内
地区と市街地を結ぶ唯一
の路線であり、緊急輸送路
にも位置付けされていま
す。また、地域住民の生活

や通学路、オクシズの観光資源へのアクセス道路として重要な役
割を果たしています。
　この道路に架かる大河内橋が狭くすれ違いが困難なことと、台
風などの大雨や地震に影響を受けてしまうことが予想され、架け替
えが懸案となっていました。そこで平成２１年より計画し、２５年度よ
り工事着工されて、令和２年３月末に新橋の供用開始となります。
　架け替えの効果として、緊急車両やバスなどの通行がスムーズに
なるとともに、豪雨災害、地震などに強く孤立化の防止に寄与します。

歴史文化の誘い道の整備
～歩いて楽しいまちづくりを推進します～

　新静岡セノバをはじめ
とした商業・業務エリア
から駿府城公園方面の
歴史文化拠点を繋ぐ魅
力的な道筋になるよう
に、歴史的な景観に配慮
しながら安全で快適な、
ひと中心の空間を確保

して、歩いて楽しいまちづくりを進めています。５大構想のうち「歴
史文化の拠点づくり」と「まちは劇場」の推進を目指して、お堀の
一部に水上デッキを造り、駐輪場昇降口の改修や道路整備をし
て、各施設を繋げる共有空間であるコモンスペース（※）を新設し
て、店舗型カフェによるにぎわいを創出していきます。

『あおいくんち』を
始めました！

＊おくやみ窓口は、１階の保険年金課内にあり、５番の看板が目印です。

【静岡市葵区役所】
あおいくんち
@aoikun_aoiku

葵区役所公式ツイッター

※コモンスペースとは「施設をつなげる共有の空間」のことです。

市立小･中学校にエアコンを配備

　小･中学校にエアコンを配備することで、近年の夏場の気温上
昇から児童・生徒の「安全と健康」を守り、学習環境を改善します。
中学校の普通教室及び小･中学校の図書室は、令和２年度中に完
了となります。

水の相互運用事業「北部ルート」が完成しました

　旧静岡市と旧清水市の合併（２００３年）による象徴的な事業とし
て計画された「水の相互運用」として、南部ルート（２００７年運用開
始）と共に、このたび北部ルートが完成しました。
　「水の架け橋」として、安倍川を水源とする旧静岡市と、興津川を
水源とする旧清水市を延長２１．１ｋｍの水道管でつないだもので、安
倍川の水を融通することにより、安定した給水が可能になりました。

柏尾配水池



駿河区のトピックス/令和元年度の主なできごとをご紹介します

令和2年 3月 （２）静岡市議団だより

児童発達支援センターもも・
生活介護ぴぃーす完成！

　静岡市では、「生涯活躍のまち静岡（CCRC）構
想」を掲げ、「葵おまち地区」と「駿河共生地区」とい
う２つの地区を中心に、健康長寿のまちづくりを進
めています。
　この「駿河共生地区」の重要な拠点の一つである

「富士見エリア」で、平成31年４月、市内２か所目の児童発達支援センターである
「児童発達支援センター もも」がオープンし、令和２年４月、人工呼吸器等の医療
的ケアを必要とする重度の障がいのある方が通所する重症心身障がい者対応
生活介護事業所「生活介護 ぴぃーす」がオープンします。
　いずれも、整備補助金や市有地を活用した民設民営の施設です。福祉・子育
て拠点として、障害のある方にとって重要な拠点となるだけでなく、ボランティア
の受入れや近隣の施設や地域の方と協働したイベントの開催など、健康長寿の
まち「駿河共生地区」のコンセプトである、交流・共生を進めるための取り組みに
ついても、推進していきます。

トロベーのかわいいLINEスタンプ誕生！！

「日本平久能山スマートインターチェンジ」開通

●静岡IC及びその周辺道路の交通混雑緩和
●医療施設への搬送時間の短縮
●災害時の復旧支援ルートの確保
●日本平や久能山東照宮など観光産業への支援効果
●高速道路IC５ｋｍ圏内人口カバー率の向上（81%→97%）
●高速利便性向上に伴う産業の活性化

平成25年度から中日本高速

道路株式会社とともに事業を

行っていた「日本平久能山

スマートIC」が、令和元年９月

14日に開通しました。

さ
ま
ざ
ま
な
効
果

　市の公式キャラクター初となるトロ
ベーのLINEスタンプができました。駿
河区応援隊長トロベーを通して、駿河
区に更なる愛着をもっていただこうと

区の若手職員により作製されました。中学生や職員から
500案を超えるデザインを募り、昨年夏には「スタンプ総
選挙」を実施。2,800人を超える市民から7,800票を超え
る投票をいただきました。
　スタンプは全40種類。「おはよう」「おやすみ」などの定
番の挨拶から「しょんない」や「やいやい」など静岡の方言
のものまで表情豊かなトロベーがいっぱい
です。１月末の発売から２週間で７００個を
売り上げる人気ぶりです。価格は120円。
L INEスタンプショップまたはL INE 
STOREで販売しています。

トロベーLINE
スタンプはこちら

富士見
エリア

水の相互運用事業「北部ルート」が完成しました

　旧静岡市と旧清水市の合併（２００３年）による象徴的な事業として計画された「水の相互運用」として、南部ルート（２００７年運用開始）と
共に、このたび北部ルートが完成しました。　「水の架け橋」として、安倍川を水源とする旧静岡市と、興津川を水源とする旧清水市を延長２１．
１ｋｍの水道管でつないだもので、安倍川の水を融通することにより、安定した給水が可能になりました。

ぴぃーす完成予想図

柏尾配水池



清水区のトピックス/令和元年度の主なできごとをご紹介します

令和2年 3月 （２）静岡市議団だより

清水港開港120周年、新たなステージへ

　「令和」新時代と共に開港120周年を迎えた清水港。7月の「海
フェスタ」式典には秋篠宮ご夫妻がご臨席されました。また、「公
民連携協議会」は、清水港周辺エリアの将来像を描いたグランド
デザインを発表し、清水の将来図を市民に示しました。

夜景サミット、東海地区で初開催

　平成２８年に認定された日本夜景遺産「日本平」に加えて、「エ
スパルスドリームプラザ」の観覧車が、施設型夜景遺産として日本
夜景遺産に認定されました。このほど、全国から夜景観光地の行
政と民間事業者が集まり「夜景サミット」が本市で開催され、認定
授与式が行われました。

市立小･中学校にエアコンを配備

　小･中学校にエアコンを配備することで、近年の夏場の気温上
昇から児童・生徒の「安全と健康」を守り、学習環境を改善します。
中学校の普通教室及び小･中学校の図書室は、令和２年度中に完
了となります。

清水の渇水対策「北部ルート」完成

　旧静岡市と旧清水市を繋ぐ「水の相互運用事業」です。今回完
成した柏尾配水池は１日最大7,000㎥を受け入れ可能となりまし
た。渇水時には、平成18年に完成した草薙配水池の3,000㎥と併せ
て、清水区約1万4千世帯へ安定した水の供給が可能となりました。

清水港、釣り文化促進のモデル港に指定

　国交省より、釣り文化振興の取組を進めているモデル港として、
清水港が全国13港の1つとして指定されました。現在、新興津地
区に2023年度完成予定の海釣り公園を整備中で、地域活性化施
策として釣り文化振興を進めております。

老朽化した桜橋の架け替え工事を実施

　現在の桜橋は、昭和6年に架橋され、約90年間共用されているこ
とから経年劣化に伴う損傷や交通量の増加に伴う損傷が顕著です。
新橋に架け替えることにより、耐震機能と耐久性が向上し、維持管
理にかかる費用も軽減されます。令和6年度に施行完了予定です。

興津地区人工海浜・海釣り公園の完成イメージ図 完成イメージ図

柏尾配水池


